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～総合的な学習の時間(チャレンジ学習) 研究実践～

～６年「日本と外国の文化を味わおう」の実践を通して～

小 原 広 士

Ⅰ はじめに

平成 29 年３月に公示された次期学習指導要領で

は，総合的な学習の時間において，探究的な学習の

過程を一層重視し，各教科等で育成する資質・能力

を相互に関連付け，実社会・実生活において活用で

きるものとするとともに，各教科等を越えた学習の

基盤となる資質・能力を育成することを重視している。

本校のこれまでの実践からは，探究のプロセスの

４つの過程の力が十分に身に付いていなかったり，

学んだことをもとに積極的に社会活動へ参加しよ

うとしている意識が低かったりするという課題が

あった。

そこで，総合的な学習の時間では，研究主題を「探究的な学習を充実させ，よりよく生き

ようとする力を高めるチャレンジ学習」とし，児童が，課題を解決するための探究のプロセ

スの中で，各教科等で育成する資質・能力を，相互に関連付けながら課題を解決し，実生活・

実社会の中で活用できる力や，自分のよさや可能性に気付き，探究的な学習に主体的に取り

組み，他者と協働して学びながら，実社会や実生活に進んで関わろうとする力を身に付ける

ことを目指した。その具体化のために，１年次は「思考ツールを使った学びを通して，新た

な課題を見いだし，次の探究活動への意欲を高める学習づくり」をテーマに，以下の３つを

視点に研究を進めた。

①６つの資質・能力について，総合的な学習の時間における児童の姿を明らかにした上で，

他教科等との関連について吟味すること

②思考ツールを使って，探究的な学習に位置付けられた探究のプロセスの４つの過程の質

を高める手立てについて工夫すること

③児童の探究を持続させる評価を工夫すること

本実践は，これら３つの視点を取り入れて行った第６学年「日本と外国の文化を味わおう」

についてまとめたものである。

Ⅱ 研究の目的と方法

本研究では，思考ツールを使った学びを通して，新たな課題を見いだし，次の探究活動へ

の意欲を高める学習づくりを充実させるための効果的な手立てを明らかにすることが目的で

ある。そのために，以下の手立ての有効性と課題を明らかにする。

○他教科等とのかかわりの明確化

○「まとめ・表現」の場面の充実

○探究的な学習を支える振り返り
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ＫＪ法を用いて交流する児童の姿
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Ⅲ 結果と考察

１ 他教科とのかかわりの明確化

(1) 結果

本実践では，視覚的カリキュラム表（資

料１）を活用して，児童が各教科等で身に

付けた６つの資質・能力を指導者が計画的

に総合的な学習の時間で生かせるようにし

た。

本実践の一次では，４つの資質・能力の

育成をねらいとし（資料２），３時間目の授

業では，「解決策を構想する力」を育むこと

を目標に位置付けた。視覚的カリキュラム

表から，その力を重視した単元を確認する

と，５月に実施した体育「ソフトバレーボ

ール」があった。そこで，本時の最初に，

児童にソフトバレーボールの授業を想起さ

せた。すると，「ソフトバレーボールの授業

では，自分たちが今できることと，できな

いことを交流した後に，技能を身に付ける

ために必要な学習内容や学習方法を考えた

り，単元のゴールや学習計画を設定したり

した。」「今回は，留学生との交流から分か

ったことや感じたことなどを交流した後に，

単元のゴールを設定したり学習計画を立て

たりするとよい。」といった声が挙がった。

授業では，体育で身に付けた「解決策を構

想する力」を活用しながら，一次を貫く課題を設定したり，学習計画を立てたりする児童の

姿を見ることができた。

(2) 考察

６つの資質・能力と総合的な学習の時間，各教科等の関連を視覚的に把握できる「視覚的

カリキュラム表」を作成したことによって，指導者が各教科等で身に付けた資質・能力を総

合的な学習の時間に生かしたり，学びが相互につながり合っていることを児童に実感させら

れたりすることが分かった。

今後は，新たな単元開発を進め，６つの資質・能力と新単元，各教科等の相互の関わりを

明確にした視覚的カリキュラム表づくりを進めていきたい。

２ 「まとめ・表現」の場面の充実

(1) 結果

探究的な学習の意欲を高めるためには，探究のプロセスの「まとめ・表現」の場面で「新

たな課題の設定」をすることが重要である。本実践では，以下の流れで授業を進めた。

資料２ 一次で育てたい資質・能力

資料１ 視覚的カリキュラム表

個の振り返り① 全体で共有化 個の振り返り② 課題の設定

こ れ ま で の 留

学 生 と の 交 流

を振り返る。

KJ 法を使ってグ
ループで交流し，
その後，全体で交
流する。

留学生の感想から
学びを振り返り，
日本の文化のよさ
を考える。

ピラミッドチャートを
使って，振り返りを
交流し，新たな課題
を設定する。
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「新たな課題を設定」するには，新たな気付きが重要で
ある。そこで「全体で共有化」の場面では，KJ 法を使
ってグループで交流し，友達の考えを視覚的に比較でき
るようにした。また，「個の振り返り②」の場面では，
ゲストティーチャーの留学生の願いを聞く場面を設定
し，考え方の「ずれ」を感じることができるようにした。

「全体で共有化」の場面では，児童が付箋に書いた一
次の振り返りを画用紙に貼りながら，学んだことを伝え
合った。自分と違うことを学んだり考えたりした友達の
話を真剣に聞く姿が見られた。

「個の振り返り②」の場面では，留学生から「日本の
文化のよさを知りたい。」という願いを聞くことを通して，
「自分たちは，自信をもって日本の文化のよさを答えられ
ない。」という新たな気付きを生むことができた。児童か
らは「日本の文化のよさを考えたことが無かった。」「自信
をもって日本の文化のよさを言えない自分が恥ずかし
い。」などの声が挙がった。

思考ツールを使った交流や留学生の願いから，新たな気
付きが生まれた児童は，「課題設定」の場面で，「もう一度，
日本の文化について調べ，日本のよさを考えよう。」とい
う課題を設定することができた。

(2) 考察
「まとめ・表現」の場面で，思考ツールを使った交流やゲストティーチャーから話を聞く

場面を設定したことによって，児童は新たなことに気付いたり，気付きの質を高めたりする
ことができた。よって，本実践で行った２つの手立ては，「まとめ・表現」の場面で新たな課
題を設定するために有効だったと考える。

しかし，本実践で行った「まとめ・表現」の場面で新たな課題を生み出すための学習の流
れを全ての単元において行うことは難しい。なぜなら，総合的な学習の時間は，学習課題（国
際理解，情報，環境，福祉，健康など）によって単元の構成が変化するからである。たとえ
ば，学習課題によっては，一次の最初に単元を貫く課題を設定し，その課題解決に向かって
学習活動が展開する流れで進めるものもあれば，一次の最初に単元を見通すことが難しく，
次毎に課題を設定しながら学習活動を展開する流れのものもある。そこで今後は，全学年の
単元を見直し，「まとめ・表現」の場面で，それぞれの学習課題に合った新たな課題を設定す
るため学習の流れを考えていく必要がある。

３ 探究的な学習を支える振り返り

(1) 結果
児童が総合的な学習の時間で探究を持続させていくためには，児童自身が学びの意義や成

果を感じることが必要である。そこで，以下の「振り返り活動の対象になる視点」を提示し
て振り返ることを継続した。

以下は，本実践の児童の振り返りである。

(2) 考察
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【振り返り活動の対象になる視点】
①達成，②事実や価値の発見，③学習過程の評価，④他者情報の活用，⑤自己変容，⑥探究への意欲

今日は，みんなが学んだことを交流することを通して，これまでの学習で私たちができるようにな

ったことや，新たに分かったことなどを再確認することができました。留学生の話を聞いて，自分は日
①「達成」②「事実や価値の発見」

本の文化のよさを堂々と言えないことに気付き，恥ずかしくなりました。これからの学習を通して，日
⑤「自己変容」

本の文化のよさを考えていきたいです。そして，自信をもって日本の文化のよさを語れるようになりた
⑥「探究への意欲」

いです。

写真２ 「個の振り返り②」の場面

写真１ 「全体で共有化」の場面
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児童の振り返りから，学びの意義や成果を実感していることや，探究の意欲が高まってい

ることが見て取れる。「振り返り活動の対象になる視点」を明確にすることは，児童が自らの

学びを価値付け，探究的な学習への意欲を高める手立てとして有効だったと言える。

Ⅳ まとめ

本研究では，思考ツールを使った学びを通して，新たな課題を見いだし，次の探究活動へ

の意欲を高める学習づくりを充実させるための手立ての有効性を検証してきた。以下に成果

と課題を挙げる。

１ 成果

○６つの資質・能力と総合的な学習の時間，各教科等の関連を視覚的に把握できる「視覚

的カリキュラム表」を作成したことによって，各教科等で身に付けた資質・能力を総合

的な学習の時間に生かすことができた。

○「まとめ・表現」の場面で，思考ツールを取り入れた交流や，ゲストティーチャーの話

を聞く場面を設定したことによって，児童は新たな課題を生み出し探究的な学習の意欲

を高めることができた。

○「振り返り活動の対象になる視点」を明確にしたことによって，児童が，自分が学んだ

ことの価値を自覚し，次の学びへと向かう意欲を高めることができた。

２ 課題

○新たな単元の開発を行い，６つの資質・能力と新単元，各教科等の相互の関わりを視覚

的カリキュラム表に明確に整理する必要がある。

○全学年の単元を見直し，「まとめ・表現」の場面で，それぞれの学習課題に合った新たな

課題を設定するため学習の流れを検討する必要がある。
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